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詩人・金子みす Yのまなざしと情感

一一英米文学並行研究にみる類似性と独自性一一

上回みどり*

序

明治三十六年(1903年)山口県大津郡仙崎村に生まれた金子みすずは，日本風土

ならではの独自の情感をもちながら，西洋文学の女性作家と似た資質を作品の中に

著している。彼女自身の生き様は，当時の日本の時代の犠牲者であったことをも示

している。彼女の詩人としてのまなざしは，時代を超え，国を超えた普遍的性格を

持つことで，現代社会に今なお注目するに値するものであり，彼女独特のまなざし

は，詩を読む者に日本本来の豊かな精神性を気づかせる O

この拙論においては，みす Yが愛読したと言われる，同時代のイタリア系英女性

詩人 ChristineGeorgiana Rossetti (1830-94)の詩と，同時代の英女性作家

Emily Jane Bronte (1818-48)のそれぞれの作品や時代性を検証比較し異文化

聞における，みす立の作品の独自性と類似性を探ろうとするものであるC

1 .金子みすゾの生い立ちと師

金子みす Tは本名テルと言い，二歳年上の兄がいた。 1905年には弟が生まれてい

る。母の妹の嫁ぎ先である上山文英堂書屈の支庖長として清に渡る父親について，

みすずも清に渡る。ところが，父親がみす-';' (テル)三歳の時死去し，金子家は仙

崎で金子文英堂書庖を営むことになる。テルは 7歳になり，瀬戸崎尋常小学校に入

学し， 13歳で群立大津口頭女学校に入学。校友誌『ミサヲ』にその頃すでに詩を発

表している O

みす Tの成長段階で彼女の詩情を育んだのは，西保八十の存在が大きい。彼女は

西僚と何度出会ったのか定かではないが，手紙のやりとりを頻繁に繰り返した。
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彼女が師と仰いだ西候八十 0892-1970)は1918年鈴木三重吉と，童話童謡雑誌

『赤い烏jを創刊した。 1923年20歳になったテルは， Iみす，"Jのペンネームで，童

謡を書き，そのような雑誌に投稿を始める。雑誌『童話jにくお魚)<打出の小槌)， 

f婦人倶楽部Jに〈芝居小屋)， r婦人画報jにくおとむらい)r金の星j<八百屋の
お鳩〉が一斉に掲載となり， r童話J誌上で西候八十に認められる O 西保は彼女を
「若い童謡詩人の中の巨星」と言い，みすずは投稿詩人たちの憧れの星となる O

西保白身は早稲田大学英文学部の予科を飛び出し，児町に身をやっし，その頃謡

った「唄を忘れたかなりや」の末尾の節に，

唄を忘れたかなりやは

象牙の船に，銀の擢，

月夜の海に浮べれば

忘れた歌を想ひだす。

という個所がある O 西候自身が書いた自伝の解釈によると，この詩はいつか自分が

運命の手により，象牙の船にのせられ，銀の擢をそえて静かな月夜の海に浮かべさ

せられるというような，適処適材の位置に置かれれば，忘れ去った昔の歌をもう一

度想いだし美しい声で歌うようになるかも知れないという白身の期待を詩に盛り

込んでいると想像されるO

このような時代の西候八十を，詩の本道に導きいれたのが，激石門下で、ネオロマ

ンティシズムの小説家鈴木三重吉た、った。そのような西イ康の心情を写したかのよう

なみす Tの詩作の環境がそこにあった。みすずにとって，時代は厳しいものであり

彼女の才能を認め評価し激励してくれたのが，西僚であった。それはみすすの傑作

「大漁」に見られるように，みすずの詩には，西僚が指摘する「あっと思わせるよ

うなイマジネーションの飛躍がある」からであろうし，時代の風が必ずしも追い風

ではない者にとって，辛い厳しいものでありながらもみすずがそれに抗して生き抜

こうとする逗しい精神力を持ち，かすかであっても希望を持ち続ける明珠でもあっ

たからではないだろうか。西僚が自作の詩の意義を， I自分の歌を吟んだ人々の心

にはみどりの微風のような，あるなつかしい郷愁をもたらすであろう O それがレー

ゾンデートルだ」と言い切るように，みす cのうたにもその存在価値が見て取れるO

2 .救いの求め方

みす c生誕約50年前，イギリス女性文学者エミリー・ブロンテ [EmilyBronte 
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(1818-48) ]も若くして， 30歳で亡くなっている。彼女の代表作『嵐がli:j

[Wuthering Heights (1847) ]には，男女の壮絶な愛の物語として我々が読む時，

キリスト教文化の示す厳しさとみすずの作品の示す，もっと穏やかな世界という明

確な違いが見える。

『嵐が丘Jでは，拾い児 Heathcliffが嵐が丘で育てられる O 養父の死後，その

息子に虐待され，その妹の Catherineを熱烈に愛すが，彼女は他の地主と婚約す

る。 Heathcliffはその家を出る。 3年後富を得て嵐が丘に帰ってくるが，その時に

はすでに Catherineは結婚していた。それ以後 HeathcliffはCatherine自身とい

うよりもその家への復讐に燃える o Heathcliffは Catherineの結婚相手の妹，

Isabellaを誘惑し，妻にし，虐待する o Catherineの死後，彼女の墓をあばこうと

するほど彼女を忘れられない。今や， Heathcliffは養父の息子を屈服させ，その子

もひどく虐待し， Catherineの遺児で同名の女の子を，自分の子どもと無理に結婚

させ，彼は両家の支配をする。結局彼の息子は病弱で死亡するが，養父の家の虐待

した孫と，この Catherineの娘とが，愛し合うようになり，二人は幸福になる。

これが物語りの粗筋である。

上記のように CatherineとHeathcliffは，天国から地獄まで，互いに捜し歩き

求め合い，あの世まで行くが，復讐半ばにしてプラトニックラブで死別する O すさ

まじい愛の物語である O 物語最後に行き着く何世代をも待つまで，ここには愛する

男女の聞に，救いが見られない。そのようなブロンテの代表作と比較して，男女聞

の愛を考える時，みす Tの結婚生活は，愛に満ちたものとは言えない。彼女の母方

の弟に対する気持ちに男女の感情が見え隠れする。師弟問においても西僚に対する

敬愛の念がみられ，それがみすずの詩作を喚起するに際して大きな影響を与えたこ

とは確かであろう。男女聞の友情は認められでも，素直に表現することは認められ

ない時代であるO その上みす cの夫は遊び人であり，病気まで移されたことは確か

であり，ましてや彼女の文学的価値を認めるような人物ではなかった。一番身近で

あるはずの者からの協力支援はあるはずもなかった。だからこそ詩を描くことはみ

すずにとって唯一の内的発露であり自らへの精神のいやしでもあった。

同時代の歌人に，柳原白蓮という人物がいる。彼女はみすずとは相対する生き方

をしている。彼女は大正10年，みす Tが18歳の時にあたる1921年，夫の不義に絶縁

状をたたき付け離婚し，自らは命がけの愛を貫き通したことで，当時の世間を騒が

せた。白蓮が81歳で亡くなるまで貧しいながらも幸せな結婚生活を送ったことは，

みす fの結婚生活とは対照的である。

みすずの夫に対する抵抗はもっとおだやかである。彼女が師と仰いだ西候が下関
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に出向いた機に，会うこともならず，みす?の感情の発露は自然な成り行きとして，

詩という形に表現されることであったろう O 特に男性優位の社会であった時代に，

女性が文学することはみだらなもの，人間を堕落させるものとして世間は忌み嫌っ

た。そんな環境下であるにもかかわらず，なお，みすずの詩には救いや感謝のまな

ざしが見られる。彼女の一生そのものがすさまじい，むしろ悲惨とも言える人生で

あるにもかかわらず，と言うよりも，そうだからこそ，彼女の作品の中に「おかげ」

や「思いやり」が濠んでいることに気づく O その例をいくつか取りあげてみたい。

みすずが生まれた大正時代仙崎通村は漁師町で，父親も船の仕事をしていた。そ

のような環境下でイマジネーションの飛躍が師の西僚を驚かせ，読者に洞察力の深

さであっと言わせた「大漁」という歌を解釈してみたい。

朝焼け小焼けだ

大漁だ，

大羽蝿の

大漁だ。

Red skies， sunrise. 

Big catch! 

Big catch of 

Herring! 

浜は祭りの

ようだけど，

海のなかでは，

何万の

艦のとむらい

するだろう O
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育った環境のせいでもあろうが，みす叶ま，魚や生き物が登場する場面を多く捉

えている O とくに艦は漁師町では極当たり前の日常の中にあった O 他に「お魚」

「鯨法会」といううたもあるが，その共通のテーマは‘命'である。人間は，魚で

も植物でも，それぞれが大切にしている命を，貰って生きなければ生きることがで

きない動物であることの‘業'を持っている O 人間にしか魂はないと考えるる西欧

キリスト教文化とは，そこに一線を画したものがあるO

みす Tのまた別の作品「日の光」の中では，自然の恵みの平等性をさらに広げた

形でうたわれている。

おてんと様のお使いが The Sun's messengers 
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そろって空をたちました。

みちで、出会ったみなみ風，

(何しに，どこへ。)とききました

ひとりは答えていいました，

(この「明るさ」を地にまくの，

みんながお仕事できるよう O

ひとりはさもさもうれしそう O

(わたしはお花をきかせるの，

世界をたのしくするために。)

ひとりはやさしく，おとなしく，

(わたしはきよいたましいの，

のぼるそり橋かけるのよ。)

のこったひとりはさみしそう。

(わたしは「かげ」をつくるため，

やっぱりーしょにまいります。)

Together climbed the sky. 

80uth Wind met them on the way 

And asked，“Where to and why?" 

One answered， 

“1 cast light on earth 

80 everyone can work." 

One， pleased as punch， 

“1 make flowers bloom 

80 the world's a happy place." 

One， sweet and gentle， 

“1 hang the bridge 

The pure in spirit cross." 

The last， looking friendless， 

“Oh， 1 just tag along 

To throw some shadows." 

35 

この詩の中には，日の光が「みんなが仕事ができるように，超自然がみんなに降

りてくることJを示している O 太陽の明かりは平等に分け隔でなく，デモクラティ

ックに営まれる。神を明るさとすれば，すべて現世の営みを助けてくれる O 助けて

もらう力はあまねくみんなに与えられるのだとみすずは歌う C このみす Yの発想は

仏教思想に由来するものだと考えがちであるが，アメリカ文学者・哲学者であるエ

マーソン [RalphWaldo Emerson (1803-82) ]の超越主義 (Transcendentalism)

にその考え方は見られ，さらにそれ以前の Panthiesmに通ずるものでもある。

3 .個の認識

また「蜂と神様」においても，みすずは蜂から花へ，そして庭，土塀，町，日本，

世界，神様という風にグローパルに循環していく視点を持っている。その循環の中

でそれぞれが誰かの，あるいは何かのおかげで生きていることへの慈悲や感謝をみ

すずは忘れていない。

この「蜂と神様」における時代の先見性も見て取れる。つまり日本では，自分の

所属する大きなところから始まって，自分の存在は最後にくるのが通例である O し

かしみすずの詩は発想が逆になる。個の発想がすでに出ている O みすずがキリスト

教を学んでいたわけでもないだろうが，キリスト教社会の個から始まる発想、に類似
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するものとも捉えられる O みすずの突出した個の認識は次の詩が呼応する。

私と小鳥と鈴と

私が両手をひろげても，

お空はちっとも飛べないが，

飛べる小鳥は私のように，

地面を速くは走れない。
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私がからだをゆすっても，

きれいな音はでないけど，

あの鳴る鈴は私のように

たくさんな唄は知らないよ O

Shake myself though 1 may 

No pretty sound comes out. 

Bells jingle but they don't know 

Lots of songs like 1 do. 

鈴と，小鳥と，それから私，

みんなちがって，みんないい。

Bell， songbird， and me 

All different， all just right. 

この詩は画一的傾向にある日本の教育一般に一石を投じた。詩が示す通りに動い

たかどうかはさておき，個性を大事にしようとする教育現場が多いc今だからこそ，

この詩が重要視されるようになった。しかしその現実はさておき，みす Yのこの詩

は，みすずの物事を相対的に見る鑑識限を鋭く写し出している O みすずが選ぶ用語

は，自分，鈴という美しい音色のもの，そして小鳥という美しい声を出すものとい

う，聴覚からくる気持ちのよいものを比較する O 自分と比較する際の身近で、確かな

存在を選ぶ。そして最後にみんなちがってみんないいと結ぶから子どもらにも自然

に納得されるのである O 大人はそうはいかない現実を持つc 世の中そうは動いてい

ないからこそ大人にも世に訴えかけようとする力を与えるC 他国の宗教を認めるわ

けでもなく，風習がちがっているための争い事も耐えない現実がある。

4 .みすゾの愛読した口ゼッティ

西保八十が『童話J誌上で， Iどこかふっくりとした温かい情味が謡全体を包ん

でいるこの感じはちょうどあのクリスティナ・ロゼッテイ女史のそれと同じだ。

…」と述べている。クリステイナ・ロゼッティ (1830-94)はロンドン生まれの英

女流詩人であり，その中でも最も秀でた一人であると言われている O

みすずはこのロゼッテイを愛読したと言われる。ロゼッティの作品の中でも The
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Germの中の 'TheDream' は叙情詩で有名だが，中でも GoblinMarket (1862) 

のその奇抜な空想や軽快な筆致感情の温かみは，みすずの作品との類似性が高いよ

うに思われる O

ロゼッテイの感覚の繊細さと美しさはみす Yと通じるものがあり，特に1863年世

に認められた「怪物市場及び其の他の詩」では，地上の生活の享楽という誘惑に対

する人間の葛藤を示しながらも，洗練された用語を使用し分かりやすく描写してい

るO

また，ロゼッテイの詩集の中の子守歌のなかで， ‘重いものは何， (WHAT ARE 

Heavy? SEA-SAND AND SORROW) という短い詩があるC

重いものは何，漬遣の砂と悲しみよ

MS: 32 What < ) heavy? Sea sand and 

短いものは何，今日と明日よ

MS: [What are deep? The ocean and truth:J 

はかないものは何，春の花と人の若さよ

羽市atare frail? Spring blossoms 

深いものは何，大海と真理よ。
(14) 

and youth: 

この詩はロゼッテイがいつ歌ったものか定かではない。しかし彼女は15歳頃から

次第に健康を失い，この世を「死のかげの谷」と観したこともあることを考慮にい

れると，人間の無常とはかなさを共に受け入れ，それを見つめる哲学的醒めた目が

あることは，みすずのまなざしにも共通するところであるように思う O

5 .結 呈6.
日間

みすずの死は早かった。そしてどうしてもその人生から悲哀を感じないではおれ

なL迎。人間を「万物の霊長」として考えた多くの西洋文学に示されるように，多く

の生きるものの頂点に座しながらも，人間の不完全さ未熟さを冷徹に描く英米文学

作品をみす fが知識として得ていたとは考えられない。しかし人間の生老病死を認

め，命の尊散を厳粛ながらも温かく認識させるのがみす Tの功績のーっと見ること

ができる O あらゆる生きるものと共に生き，癒しをもらうことのおかげをみす川土

教える。その詩に表わされる姿勢は明かるく活き活きとする。

それではなぜみすパ土死を選んだのかという問いに，私たちはふとためらう O 彼
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女の死は眠りの中にあり，そこに絶対神に対峠する人間の有り様よりも，むしろ仏

に帰依する安らぎを求めていたのであろうと想像する O みすずは命あるものと共に

生きることを，共に喜び悲しみ感謝した。彼女の悲劇的人生は，ジ、エンダー学のス

テレオタイプの犠牲とも言えるが， 1930年というまだグローパルな視点を持たない

世に生まれながらも，時代に先駆け，個々の命の尊厳を原点とした発想のもとに，

短命の一生を精一杯駆け抜けた。その思いを詩に託し作品を生み出した，日本固有

のしかしグローパルな視点も兼ね備えた女流詩人だと言える O
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